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シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
い
の
ち
と
原
子
力
① 

原
子
力
発
電
と
は
」開
催

　

八
月
一
日
、
東
京
・
西
新
宿
の
損
保

ジ
ャ
パ
ン
本
社
ビ
ル
に
て
標
記
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
、
約
百
五
十
名
が
参
集

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
本
会
救
援
基
金
よ

り
第
三
次
支
援
金
拠
出
を
行
っ
た
被
災

地
支
援
団
体
の
活
動
写
真
が
ス
ラ
イ
ド

で
流
さ
れ
、
仏
教
界
が
行
っ
て
い
る
東

日
本
大
震
災
支
援
の
模
様
が
映
さ
れ
た
。

　

午
後
六
時
よ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

会
。
関
﨑
幸
孝
事
務
総
長
が
「
昨
年
十

二
月
一
日
に
発
表
し
た
宣
言
文
『
原
子

力
発
電
に
よ
ら
な
い
生
き
方
』
が
大
き

な
反
響
を
呼
び
、
宣
言
文
の
み
で
終
わ

り
に
し
な
い
よ
う
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
企
画
し
た
。
い
の
ち
と
原
子
力

と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
脱
原
発
や

原
発
推
進
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
原

発
事
故
に
対
す
る
深
い
理
解
・
知
識
の

も
と
、
復
興
へ
の
希
望
を
見
い
だ
し
て

い
き
た
い
」
と
開
催
の
趣
旨
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
講
師
の
牧
英
夫
氏
が
「
福

島
原
発
事
故
に
つ
い
て
考
え
る
～
技
術

と
心
の
視
点
か
ら
～
」
の
演
題
に
て
講

演
を
行
っ
た
。
牧
氏
は
元（
株
）日
立
製

作
所
技
師
長
で
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
建
設
に
関
わ
っ
た
。

　

牧
氏
は
講
演
の
冒
頭
で
、「
私
は
大

学
を
出
て
か
ら
ず
っ
と
原
子
力
の
燃
料

研
究
開
発
、
原
子
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
中
心
に
仕
事
を
し
て
き
た
。
今

回
の
福
島
の
事
故
は
技
術
者
と
し
て
痛

恨
の
極
み
で
あ
り
、
大
き
な
被
害
を
受

け
た
県
民
の
皆
様
に
誠
に
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
」
と
お
詫
び
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
①
原
子
力
発
電
シ
ス
テ
ム

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
②
（
震
災
当

日
の
）
三
月
十
一
日
に
何
が
起
き
た
の

か
、
③
原
発
事
故
が
起
き
た
直
接
の
原

因
は
何
か
の
三
点
を
中
心
に
、
ス
ラ
イ

ド
を
交
え
な
が
ら
講
演
を
行
っ
た
。

　

牧
氏
は
ま
ず
原
子
力
発
電
シ
ス
テ
ム

の
仕
組
み
を
詳
細
に
説
明
、
そ
の
後
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
。
三
月
十
一
日
に
は
広
域
地
震

に
よ
り
外
部
電
源
が
喪
失
、
津
波
に
よ

り
海
水
ポ
ン
プ
や
直
流
電
源
が
浸
水
し

全
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
、
非
常
用
設

備
で
あ
る
隔
離
時
復
水
器
（
Ｉ
Ｃ
）
は

自
動
起
動
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実

際
に
は
運
転
し
た
経
験
者
は
い
な
か
っ

た
等
の
不
測
の
事
態
が
重
な
っ
た
過
程

を
説
明
。
そ
の
結
果
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
一
号
機
～
四
号
機
で
、
水

素
爆
発
や
圧
力
容
器
に
大
き
な
損
傷
が

生
じ
て
、
大
量
の
放
射
能
が
放
出
さ
れ

た
事
を
説
明
し
た
。
放
射
性
物
質
で
あ

る
セ
シ
ウ
ム
（
Ｃ
Ｓ
─
１
３
４
、
Ｃ
Ｓ

─
１
３
７
）
が
ど
の
範
囲
に
広
が
り
、

ど
の
程
度
の
住
民
に
影
響
を
与
え
て
い

る
か
も
、
図
で
示
さ
れ
た
。

　

続
い
て
牧
氏
は
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
と
同
規
模
の
津
波
に
襲
わ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
故
を
起
こ
さ
な

か
っ
た
女
川
原
子
力
発
電
所
の
防
災
対

策
を
紹
介
。
さ
ら
に
日
本
と
諸
外
国
の

原
発
安
全
対
策
の
比
較
を
行
い
、
諸
外

国
が
過
酷
事
故
対
策
や
全
電
源
喪
失
対

策
を
行
っ
て
い
る
の
に
比
較
し
て
、
現

状
の
日
本
で
は
原
子
力
発
電
所
の
過
酷

事
故
対
策
は
電
力
会
社
の
自
主
対
応
で

あ
り
、
津
波
な
ど
の
最
悪
の
自
然
現
象

や
長
時
間
の
電
源
喪
失
、
テ
ロ
等
の
事

態
に
は
対
応
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
と
、

安
全
の
為
の
技
術
課
題
や
問
題
点
を
指

摘
。
技
術
者
倫
理
に
立
ち
返
っ
て
「
原

子
力
発
電
の
経
済
性
を
一
旦
棚
上
げ
し

て
安
全
や
安
心
を
徹
底
追
及
す
る
」
事

を
提
言
し
た
。

　

原
子
力
発
電
を
今
後
行
う
べ
き
で
は

な
い
、
と
い
う
現
状
強
ま
っ
て
い
る
世

論
に
対
し
て
は
、
世
界
人
口
と
地
球
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
つ
い
て
言
及
し
、

現
状
で
七
十
億
人
の
地
球
人
口
は
二
十

一
世
紀
に
百
億
～
百
二
十
億
人
に
増
加
、

石
油
・
石
炭
と
い
っ
た
化
石
燃
料
も
百

年
ほ
ど
で
枯
渇
す
る
可
能
性
が
高
い
事

を
述
べ
、「
原
子
力
に
関
す
る
研
究
を

全
て
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
も
述
べ
た
。

　

休
憩
中
に
会
場
で
は
質
問
用
紙
の
回

収
が
行
わ
れ
、
第
二
部
で
は
三
十
年
近

く
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
し
て

取
材
を
続
け
て
い
る
井
田
徹
治
氏
（
一

講演を行う牧英夫氏
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般
社
団
法
人
共
同
通
信
社
編
集
委
員
）

を
聞
き
手
に
対
談
形
式
の
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。（
以
下
、
質
疑
の
要
約
を

掲
載
）

井
田
「
放
射
能
・
環
境
・
子
ど
も
達
へ

の
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
簡
単
に
ご

説
明
頂
き
た
い
」

牧
「
私
は
福
島
在
住
の
方
々
の
体
内
の

セ
シ
ウ
ム
を
測
る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ

ン
タ
ー
の
説
明
委
員
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
、
月
に
数
回
福
島
の
地
域
を
回
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
除
染
の
難
し
さ

を
痛
感
し
て
い
る
。
表
土
を
除
去
し
て

も
風
で
飛
ん
で
き
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
、回
復
に
は
相
当
な
年
月
が
必
要
」

井
田
「
原
発
の
廃
棄
物
処
理
が
出
来
て

い
な
い
の
で
は
、
と
い
う
問
題
に
関
し

て
ど
う
お
考
え
か
？
」

牧
「
外
国
の
例
で
は
、
カ
ナ
ダ
で
は
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
が
安
全
に
処
理
で
き
る
よ

う
な
時
代
が
来
る
ま
で
再
処
理
を
し
な

い
で
燃
料
の
ま
ま
貯
蔵
す
る
、
と
い
う

方
法
を
採
用
し
た
。
日
本
で
は
再
処
理

を
行
い
、
冷
却
及
び
何
重
に
も
密
封
し

て
地
下
五
百
メ
ー
ト
ル
に
埋
蔵
す
る
技

術
の
開
発
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
埋
蔵
候
補
地
が
決
定
で
き

な
く
て
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
る
の
が

実
情
。
廃
棄
物
処
理
の
議
論
を
始
め
る

事
が
最
重
要
と
考
え
る
」

井
田
「
同
じ
く
海
外
の
例
で
は
、
近
年

で
は
珍
し
く
原
発
を
推
進
し
て
い
る
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
き
ち
ん
と
廃
棄
物

処
理
地
を
決
め
て
稼
働
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
ド
イ
ツ
で
は
原
発
の
倫
理
性
に
対

し
て
論
議
さ
れ
、
廃
棄
物
を
生
み
出
す

の
で
原
発
は
非
持
続
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
り
、
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
い
う
結

論
に
達
し
た
。
日
本
は
原
発
に
こ
れ
だ

け
依
存
し
て
い
な
が
ら
、
廃
棄
物
処
理

の
問
題
が
あ
い
ま
い
な
の
は
大
い
に
問

題
で
は
な
い
か
？
」

牧
「
廃
棄
物
処
理
問
題
を
棚
上
げ
し
た

ま
ま
の
推
進
は
無
責
任
。
真
正
面
か
ら

廃
棄
物
問
題
に
取
り
組
ん
で
議
論
を
す

べ
き
。
次
世
代
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
技

術
の
開
発
を
。
た
だ
、
二
億
年
か
か
っ

て
地
球
が
生
成
し
た
化
石
燃
料
の
半
分

を
僅
か
百
年
で
使
い
果
た
し
た
の
も
次

世
代
へ
の
大
き
な
ツ
ケ
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
、
人
口
問
題
の
部
分
も
含
め
て
議
論

を
す
べ
き
」

井
田
「
原
子
力
は
そ
も
そ
も
人
間
が
制

御
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
」

牧
「
全
て
の
原
子
力
を
と
に
か
く
止
め

て
欲
し
い
、
と
い
う
『
反
原
子
力
』
で

は
議
論
の
余
地
が
一
切
な
い
。
今
回
の

講
演
で
は
、
原
発
事
故
の
原
因
に
関
し

て
包
み
隠
さ
ず
詳
細
な
解
説
を
行
っ
た
。

そ
れ
は
技
術
に
よ
っ
て
原
子
力
に
関
す

る
様
々
な
問
題
が
解
決
で
き
る
、
と
い

う
信
念
が
あ
る
か
ら
。
原
子
力
ム
ラ
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
閉
じ
ら
れ
た
議
論

で
は
な
く
、
公
開
さ
れ
た
議
論
に
よ
り

こ
れ
ら
の
問
題
を
今
後
解
決
し
て
い
き

た
い
」

　

会
場
か
ら
は
、「
行
政
は
原
子
力
発

電
と
い
う
技
術
を
大
き
な
利
権
の
一
つ

と
し
て
利
用
し
て
い
る
上
、
情
報
開
示

も
非
常
に
遅
い
。
講
師
の
牧
さ
ん
も
忸

怩
た
る
思
い
が
あ
る
な
ら
ば
、
今
日
に

至
る
ま
で
個
人
で
何
か
し
ら
の
情
報
発

信
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
牧
氏
は
「
ご
指

摘
の
よ
う
に
、（
利
権
に
と
ら
わ
れ
な

い
）
技
術
者
Ｏ
Ｂ
等
に
よ
る
監
視
や
情

報
発
信
は
今
後
必
要
に
な
る
と
思
う
」

と
回
答
。
井
田
氏
は
「
原
子
力
発
電
に

限
っ
た
事
で
は
な
い
が
、
内
部
告
発
者

を
守
る
と
い
う
仕
組
み
は
非
常
に
重
要
。

技
術
と
社
会
の
や
り
と
り
に
信
頼
関
係

が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
原
子
力
の
未
来
も

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
関
﨑
事
務
総
長
が

「
い
の
ち
を
脅
か
す
発
電
を
や
め
よ
う
、

と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
も
と
、
復
興
に
対

し
て
宗
教
者
が
何
を
期
待
さ
れ
て
い
る

の
か
を
、
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

今
後
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

今
後
本
誌
で
は
、
牧
・
井
田
両
氏
の
寄

稿
及
び
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
集

計
・
分
析
結
果
を
掲
載
予
定
。

会場内からの質問を元に
井田氏（写真左）牧氏（写真右）の対談が行われた
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標
記
の
要
請
文
を
、
平
成
二
十
四
年

八
月
八
日
（
水
）
首
相
官
邸
に
お
い
て

野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
へ
提
出
。
首

相
官
邸
へ
は
小
林
正
道
本
会
理
事
長
が

直
接
赴
き
、
齋
藤
勁
内
閣
官
房
副
長
官

へ
直
接
手
交
し
た
。（
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
参
照
：http://w

w
w
.jbf.ne.jp

）

　

手
交
の
際
、
小
林
理
事
長
は
「
本
会

は
昭
和
五
十
六
年
よ
り
首
相
及
び
閣
僚

の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
対
し
て
反
対

の
意
志
を
表
明
し
て
お
り
、
戦
没
者
の

追
悼
は
、
国
家
が
特
定
の
宗
教
に
関
わ

っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
憲
法

に
定
め
る「
信
教
の
自
由
」「
政
教
分
離
」

の
原
則
に
則
り
行
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。」
と
述
べ
、
そ
れ
を
受
け
齋
藤
勁

官
房
副
長
官
は
「
民
主
党
へ
政
権
移
行

後
、
閣
僚
は
靖
国
の
公
式
参
拝
を
行
な

っ
て
い
な
い
。
本
年
も
参
拝
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
案
件
は
総

理
へ
し
っ
か
り
と
お
伝
え
し
、
閣
僚
へ

も
周
知
を
す
る
。」
と
答
え
た
。

　

本
要
請
書
は
毎
年
首
相
あ
て
に
提
出

『
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
つ
い
て
』

要
請
文
を
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出

福
島
復
興
再
生
に
関
す
る
要
望
活
動
の
展
開

を
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
案

に
つ
い
て
本
会
諮
問
機
関
で
あ
る
社
会

人
権
審
議
会
で
検
討
し
た
結
果
、
前
記

の
通
り
、
民
主
党
政
権
移
行
後
、
閣
僚

の
靖
国
公
式
参
拝
が
一
切
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
受
け
、
閣
僚
に
一
定
の
評

価
を
示
し
た
上
で
、
本
年
も
引
き
続
き

首
相
及
び
全
閣
僚
が
靖
国
神
社
へ
公
式

参
拝
を
行
う
こ
と
が
な
い
よ
う
強
く
要

請
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
会
は
靖
国
問
題
を
東
ア
ジ
ア
情
勢

に
関
わ
る
外
交
問
題
と
し
て
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
政
教
分
離
の
観

点
で
あ
る
と
い
っ
た
点
と
、
戦
争
被
害

者
の
信
教
の
自
由
を
重
点
に
置
き
、
今

後
も
主
張
を
続
け
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

　

な
お
、
要
請
文
提
出
後
の
八
月
十
五

日
に
、
松
原
仁
国
家
公
安
委
員
長
と
羽

田
雄
一
郎
国
土
交
通
大
臣
の
二
名
が
、

靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
。
現
在
、
本
会

は
同
二
名
の
閣
僚
及
び
野
田
首
相
に
対

し
、
抗
議
文
を
提
出
す
る
準
備
を
行
な

っ
て
い
る

　

福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
が
七
月
十

三
日
発
表
さ
れ
た
。
本
会
は
、
こ
の
基

本
方
針
案
へ
の
意
見
募
集
に
対
し
、
七

月
三
日
に
意
見
を
提
出
し
た
。
そ
の
論

点
は
、
基
本
方
針
案
の
六
頁
か
ら
七
頁

に
亘
る
表
記
中
、「
祭
り
な
ど
の
地
域

の
伝
統
・
文
化
の
継
承
」、「
人
々
が
助

け
合
い
、
い
た
わ
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
持
続
さ
せ
」、「
全

て
の
住
民
の
一
体
性
・
絆
の
確
保
を
図

り
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
部
分
に
「
宗

教
文
化
」
を
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

言
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
、
被
災
自
治
体
が
安
全
な
場
所

に
移
転
計
画
を
作
成
す
る
上
で
、
単
に

住
居
を
安
全
な
場
所
に
移
転
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
元
々
そ
の
地
域
に
在
っ
た
、

様
々
な
施
設
を
含
め
た
神
社
仏
閣
な
ど

も
一
緒
に
移
転
す
べ
き
で
あ
る
。
殊
に

大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
慰
霊

や
供
養
は
、
被
災
地
住
民
の
各
家
の
ご

先
祖
の
お
祀
り
に
連
な
る
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
と
い
う
心
の
問
題
と
し
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
会
の
意
見
に
対
し
、
復
興
庁
は
、

「
憲
法
二
十
条
の
規
定
を
踏
ま
え
、
慎

重
な
対
応
が
必
要
」
と
述
べ
、「
地
域

の
歴
史
的
、
伝
統
的
な
宗
教
施
設
等
が

地
域
の
文
化
、
観
光
等
の
再
生
の
観
点

か
ら
、
復
旧
・
復
興
の
対
象
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
あ
く

ま
で
文
化
、
観
光
等
の
再
生
の
観
点
か

ら
結
果
的
に
対
象
と
な
っ
て
い
る
」
と

回
答
さ
れ
た
。

　

本
会
は
、
宗
教
を
含
む
地
域
に
根
ざ

し
た
伝
統
的
文
化
を
福
島
復
興
再
生
の

基
本
方
針
の
視
点
と
す
る
よ
う
野
田
佳

彦
総
理
大
臣
と
平
野
達
男
震
災
復
興
大

臣
に
要
望
し
た
。（
詳
細
は
本
会
Ｈ
Ｐ

参
照
）

　

さ
ら
に
福
島
県
出
身
の
国
会
議
員
に

対
し
て
、
本
会
の
要
望
に
理
解
を
得
る

よ
う
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

�

（
本
誌
七
頁
事
務
総
局
録
事
参
照
）
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平
成
二
十
四
年
六
月
十
一
日
か
ら
十

五
日
ま
で
、
第
二
十
六
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界

仏
教
徒
会
議
韓
国
大
会
記
念
ツ
ア
ー
を

開
催
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
受
け
入
れ
国
側
の

諸
事
情
に
よ
り
一
般
募
集
を
行
わ
ず
、

加
盟
団
体
の
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
協

力
の
も
と
本
会
企
画
に
て
開
催
。
北
河

原
公
敬
全
日
本
仏
教
会
副
会
長
、
宮
林

昭
彦
同
副
会
長
、
西
郊
良
光
日
韓
仏
教

交
流
協
議
会
理
事
長
、
藤
田
隆
乗
日
韓

仏
教
交
流
協
議
会
副
会
長
ら
十
名
が
参

加
。
本
会
事
務
総
局
か
ら
は
関
﨑
幸
孝

事
務
総
長
、
西
野
良
嘉
社
会
人
権
部
次

長
が
参
加
し
た
。

　六
月
十
一
日

・�

韓
国
釜
山
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
に
て
ツ
ア

ー
参
加
者
合
流
、
市
内
観
光
。

・�

韓
日
仏
教
文
化
交
流
協
議
会
と
の
夕

食
会
が
催
さ
れ
、
交
流
を
深
め
た
。

　六
月
十
二
日

・�

麗
水
市
オ
ー
シ
ャ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
に
移
動
、
第
二
十
六
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ

世
界
仏
教
徒
会
議
韓
国
大
会
の
開
会

セ
レ
モ
ニ
ー
、
点
燈
式
に
参
加
。
そ

　

六
月
二
十
六
日
、
四
国
善
通
寺
に
て

標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
・
韓
国

両
国
か
ら
約
二
百
名
が
参
加
し
た
。

　

同
大
会
は
、
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会

と
韓
日
仏
教
文
化
交
流
協
議
会
の
主
催

に
て
日
本
・
韓
国
で
毎
年
交
互
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。
本
会
か
ら
は
、
小
林
正

道
理
事
長
、
西
野
良
嘉
社
会
人
権
部
次

長
が
参
加
し
た
。

　

大
会
前
日
の
二
十
五
日
に
は
琴
参
閣

「
瀬
戸
の
間
」を
会
場
と
し
て
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
西
郊
良
光
日

韓
仏
教
交
流
協
議
会
理
事
長
、
正
山
韓

日
仏
教
文
化
交
流
協
議
会
理
事
長
、
樫

原
禅
澄
善
通
寺
法
主
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、

宮
林
昭
彦
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
会
長

と
慈
乗
韓
日
仏
教
文
化
交
流
協
議
会
会

長
に
よ
る
記
念
品
交
換
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
清
興
の
阿
波
踊
り
も
披
露
さ
れ
た
。

　

二
十
六
日
午
前
、
善
通
寺
御
影
堂
に

て
樫
原
禅
澄
善
通
寺
法
主
を
大
導
師
に

平
和
祈
願
法
要
が
厳
修
。
宮
林
昭
彦
会

長
、
慈
乗
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
ま

た
、
藤
田
隆
乗
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会

副
会
長
、
李
泓
坡
韓
日
仏
教
文
化
交
流

第
二
十
六
回 

Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
韓
国
大
会
記
念
ツ
ア
ー
報
告

第
三
十
三
回 

日
韓
・
韓
日
仏
教
文
化
交
流
四
国
善
通
寺
大
会
開
催

の
後
の
歓
迎
晩
餐
会
で
は
北
河
原
公

敬
副
会
長
が
半
田
孝
淳
会
長
の
祝
辞

を
代
読
。「
人
間
と
自
然
と
の
共
生

の
た
め
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
社
会
観

が
現
代
諸
問
題
の
解
決
に
必
要
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
が
行
っ
た

東
日
本
大
震
災
支
援
に
対
す
る
謝
意

を
述
べ
た
。

　六
月
十
三
日

・
二
〇
一
二
麗
水
世
界
博
覧
会
観
光

・�
釜
山
三
光
寺
（
天
台
宗
）
を
表
敬
訪

問
、
歓
迎
晩
餐
会
に
ご
招
待
頂
き
、

参
拝
記
念
品
の
交
換
等
を
行
っ
た
。

　六
月
十
四
日

・�

慶
州
仏
国
寺（
曹
渓
宗
、
世
界
遺
産
）

表
敬
訪
問
。
大
雄
殿
、
極
楽
殿
、
毘

盧
殿
、石
窟
庵
等
を
参
拝
。
記
念
品
・

御
香
料
を
進
呈
し
た
。

協
議
会
副
会
長
が
表
白
文
を
奏
上
。

　

法
要
後
に
は
、
小
林
正
道
理
事
長
が

半
田
孝
淳
全
日
本
仏
教
会
会
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
し
、
自
然
災
害
・
テ
ロ
・

環
境
汚
染
と
い
っ
た
問
題
に
触
れ
、「
私

た
ち
の
い
の
ち
を
養
っ
て
く
れ
る
地
球

を
人
間
の
欲
望
や
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
破
壊

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
韓
国
仏
教
界

よ
り
多
大
な
支
援
を
頂
い
た
事
に
対
し

て
謝
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

法
要
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
、
午
後
に
は
「
聖
地
巡

礼
地
の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
発
展
方
案
」

の
大
会
テ

ー
マ
に
基

づ
い
た
学

術
大
会
が

開
催
さ
れ

た
。
記
念

講
演
後
共

同
宣
言
が

発
表
さ
れ

た
。

半田会長祝辞を代読する
北河原副会長

大会参加者による記念撮影が行われた
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長
野
県
仏
教
会（
会
長
：
小
松
玄
澄
師
）

よ
り
本
会
事
業
説
明
の
依
頼
が
あ
り
、
六

月
二
十
八
日
に
松
本
市
の
美
ケ
原
温
泉
ホ

テ
ル
翔
峰
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
長
野

県
仏
教
会
理
事
会
」
に
、
関
﨑
幸
孝
事
務

総
長
と
大
辻
隆
善
社
会
人
権
部
長
の
二
名

が
出
席
し
た
。
理
事
会
は
午
後
四
時
か
ら

開
催
さ
れ
、
午
後
五
時
過
ぎ
に
一
旦
閉
会

さ
れ
た
後
、
本
会
事
業
説
明
の
時
間
を
頂

戴
し
た
。

　

理
事
会
会
場
に
お
い
て
、
中
嶋
英
見
長

野
県
仏
教
会
事
務
局
長
に
よ
り
、
本
会
出

席
者
の
紹
介
を
頂
い
た
後
、
ま
ず
事
務
総

長
よ
り
、
日
頃
か
ら
の
本
会
運
営
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
対
す
る
御
礼
を
述
べ
、

特
に
今
三
十
期
よ
り
「
公
益
財
団
法
人
全

日
本
仏
教
会
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
た
事
を
報
告
し
た
。

　

続
い
て
社
会
人
権
部
長
よ
り
本
会
の
事

業
に
つ
い
て
、
事
前
に
配
布
し
た
「
第
三

十
期
法
人
案
内
」
を
も
と
に
説
明
を
行
い
、

特
に
八
月
一
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
い
の
ち
と
原
子
力
」
の
開
催
案
内
と
ご

参
加
の
お
願
い
を
行
う
と
と
も
に
、
本
会

が
後
援
を
し
て
い
る
劇
団
希
望
舞
台
の

「
釈
迦
内
柩
唄
」
の
公
演
案
内
と
支
援
願

い
を
行
っ
た
。
会
議
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
長
野
県
仏
教
会
役
職
者
・
事
務
局
員

と
親
し
く
懇
談
を
行
い
懇
親
を
深
め
た
。

　

長
崎
県
仏
教
連
合
会
（
会
長
：
一
月
正

人
師
）
よ
り
本
会
事
業
説
明
の
依
頼
が
あ

り
、
七
月
四
日
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
隣
接
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
二

十
四
年
度
長
崎
県
仏
教
連
合
会　

総
会
・

研
修
会
・
懇
親
会
」
に
、
大
辻
隆
善
社
会

人
権
部
長
が
出
席
し
た
。

　

定
刻
の
四
時
に
総
会
が
開
会
さ
れ
、一
月

会
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
本
会

顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
氏
と
社
会
人

権
部
長
の
紹
介
を
頂
き
、
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
研
修
会
が
行
わ
れ
、

ま
ず
長
谷
川
弁
護
士
に
よ
り
、
本
会
か
ら

加
盟
団
体
宛
に
五
月
下
旬
に
発
送
し
た

「
全
仏
だ
よ
り
」─
事
業
内
容
等
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
文
書
に
つ
い
て
─
を
資
料
と
し

て
講
義
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
宗
教
法
人
運

営
の
た
め
の
法
律
入
門
」
等
を
資
料
と
し

て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
社
会
人
権
部
長
よ
り
本
会
の
活

動
報
告
を
行
っ
た
。
時
間
の
関
係
で
内
容

を
絞
り
、
本
会
の
事
業
に
つ
い
て
は
「
第

三
十
期
法
人
案
内
」
を
も
と
に
説
明
を
行

い
、
特
に
本
会
は
今
期
よ
り
公
益
財
団
に

移
行
し
た
事
と
、
八
月
一
日
開
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
予
告
と
ご
参
加
の
お
願
い
や

「
釈
迦
内
柩
唄
」
の
上
演
支
援
の
お
願
い

を
中
心
に
説
明
を
行
っ
た
。

長
野
県
仏
教
会
に
お
い
て

本

会

事

業

説

明

長
崎
県
仏
教
連
合
会
に

お
い
て
本
会
事
業
説
明

第
五
十
八
回 

長
野
県
佛
教

徒
信
濃
中
央
大
会 

開
催

　

長
野
県
仏
教
会
で
は
、
標
記
大
会
を
六

月
二
十
九
日
、
松
本
市
の
松
本
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
誓
願
」
～
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
願
う
～
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

（
実
行
委
員
長
：
荻
須
眞
教
師
）

　

当
日
の
午
後
一
時
前
、
開
会
に
先
立
ち

ウ
エ
ル
カ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
し
て
「
と

り
の
は
ね
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
の
演

奏
が
あ
り
、
終
了
後
第
一
部
が
開
会
し
た
。

第
一
部
は
法
要
と
式
典
で
構
成
さ
れ
、
式

典
に
お
い
て
本
会
の
関
﨑
幸
孝
事
務
総
長

が
来
賓
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

第
二
部
は
記
念
講
演
と
し
て
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
曹

洞
宗
の
三
部
義
道
師
、
早
坂
文
明
師
、
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
の
釈
妙
華
（
や
な
せ
な

な
）
師
の
三
人
に
よ
り
、
震
災
復
興
支
援

の「
ま
け
な
い
タ
オ
ル
」誕
生
の
い
き
さ
つ

を
中
心
に
進
行
し
た
。
三
部
師
は
三
人
を

「
チ
ー
ム
ド
ラ
え
も
ん
」
と
名
づ
け
、
早

坂
師
を
「
の
び
太
君
」、
や
な
せ
師
を
「
し

ず
か
ち
ゃ
ん
」、
自
ら
を
「
ド
ラ
え
も
ん
」

に
な
ぞ
ら
え
る
な
ど
、
軽
妙
な
語
り
で
来

場
者
の
心
を
掴
ん
で
い
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
や

な
せ
師
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
七
夕
、

夕
焼
け
小
焼
け
な
ど
、
お
な
じ
み
の
唱
歌

と
と
も
に
、
師
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
が
披
露

さ
れ
た
。「
ま
け
な
い
タ
オ
ル
」
も
映
像

と
と
も
に
歌
唱
さ
れ
、
来
場
者
の
手
拍
子

で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　

閉
会
に
あ
た
っ
て
は
、
今
大
会
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
誓
願
」
に
そ
っ
て
、
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
願
う
と
と
も
に
、
よ
り
良

き
共
生
の
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
、
温
か

い
真
の
絆
を
深
め
て
生
き
ま
し
ょ
う
と
、

ま
と
め
上
げ
た
宣
言
を
、
信
濃
中
央
佛
教

婦
人
会
の
中
川
淳
子
会
長
が
朗
読
し
た
。

最
後
は
参
加
者
が
全
員
起
立
し
、「
信
濃

の
国
」
を
合
唱
し
終
了
し
た
。

　

長
野
県
佛
教
徒
大
会
は
、
県
内
を
四
つ

に
区
切
り
、
県
内
加
盟
十
七
の
仏
教
会
が

順
次
担
当
と
な
り
開
催
し
て
い
る
。
次
回

は
飯
田
・
伊
那
の
飯
伊
仏
教
会
の
担
当
に

よ
り
、
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
六
日
に

理
事
会
、
二
十
七
日
に
大
会
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

　

会
場
と
な
っ
た
松
本
文
化
会
館
の
ロ
ビ

ー
に
は
、
義
援
金
箱
や
東
北
の
物
産
が
所

狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
休
憩
時
間
に
は
た
く

さ
ん
の
参
加
者
で
非
常
に
賑
わ
い
、
物
産

品
各
種
の
売
り
切
れ
が
続
出
し
て
い
た
。

ロ
ビ
ー
に
は
や
な
せ
師
の
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
Ｃ
Ｄ
・
書
籍
が
販
売
さ
れ
て
お

り
、
購
入
者
は
そ
の
場
で
や
な
せ
師
の
直

筆
サ
イ
ン
と
握
手
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

た
。
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事
務
総
局
録
事

　七
月
（
十
六
日
～
三
十
一
日
）

十
八
日
▼�

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
実
行

委
員
会
第
二
回
接
遇
部
会
出

席
（
天
台
宗
務
庁
）

　
　
　

▼�

人
権
政
策
確
立
要
求
第
二
次

中
央
集
会
参
加（
憲
政
記
念
館
）

　
　
　

▼�

参
議
院
自
由
民
主
党
全
日
本

仏
教
議
員
連
盟
勉
強
会
出
席

（
自
由
民
主
党
本
部
）

十
九
日
▼�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
最
終
打

ち
合
わ
せ
（
損
保
ジ
ャ
パ
ン

本
社
ビ
ル
）

　
　
　

▼�
セ
ー
ル
ス
手
帖
社
藤
﨑
氏
来
局

　
　
　

▼�
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｂ
Ｎ
Ｎ
）
機
関
誌
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
取
材

二
十
六
日
▼
局
内
会
議

　
　
　
　

▼�

自
由
民
主
法
曹
団
七
月
定

例
会
参
加
（
自
由
民
主
党

本
部
）

二
十
七
日
▼�

仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｂ
Ｎ
Ｎ
）
企
画
委
員

会
出
席（
庭
野
平
和
財
団
）

　八
月
（
一
日
～
十
五
日
）

一
日
▼�

大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

研
究
会
代
表
下
田
正
弘
氏
来
局

　
　

▼�

本
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い

の
ち
と
原
子
力
①
─
原
子
力
発

電
と
は
─
」
開
催
（
損
保
ジ
ャ

パ
ン
本
社
ビ
ル
）

二
日
▼�（
公
社
）日
本
仏
教
保
育
協
会
主

催
第
三
十
二
回
全
国
仏
教
保
育

栃
木
大
会
参
加
（
鬼
怒
川
温
泉

あ
さ
や
ホ
テ
ル
）

　
　

▼�

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
最
終
打

合
せ
（
天
台
宗
務
庁
）

三
日
▼�

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五

周
年
記
念
『
世
界
宗
教
者
平
和

の
祈
り
の
集
い
』
参
加
（
～
四

日
、
京
都
国
際
会
館
・
比
叡
山
）

六
日
▼�

日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
藤
森

氏
来
局

　
　

▼�

民
主
党
本
部
朝
賀
氏
・
民
主
党

参
議
院
議
員
藤
谷
光
信
氏
秘
書

脊
尾
氏
と
懇
談

七
日
▼��（
公
財
）ア
ジ
ア
福
祉
教
育
財
団

難
民
事
業
部
保
坂
氏
・
大
原
氏

来
局

　
　

▼�

自
由
民
主
党
中
川
雅
治
参
議
院

議
員
来
局

八
日
▼
局
内
会
議

　
　

▼�

首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公

式
参
拝
に
つ
い
て
の
要
請
文
提

出
（
首
相
官
邸
）

九
日
▼�
大
和
証
券
セ
ミ
ナ
ー
参
加
（
大

和
証
券
本
社
）

　
　

▼
無
料
法
律
相
談

十
日
▼�

国
税
庁
課
税
部
課
税
総
括
課
訪
問

　

七
月
六
日
に
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開
催

さ
れ
た
栃
木
県
仏
教
会
研
修
会
に
お
い
て
、

久
喜
和
裕
財
務
部
長
が
出
席
し
、
事
業
説

明
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
三
帰
依
文
が
唱
和
さ
れ
、
引
き

続
き
栃
木
県
仏
教
会
会
長
菅
原
栄
光
師

（
日
光
山
輪
王
寺
門
主
）
に
よ
る
開
会
挨

拶
の
あ
と
、
説
明
を
行
っ
た
。

　

栃
木
県
仏
教
会
で
は
、
本
会
よ
り
送
付

し
た
「
全
仏
だ
よ
り
」
の
内
容
に
興
味
が

あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、「
全
仏
だ

よ
り
」
を
送
付
す
る
に
至
っ
た
経
過
を
説

明
し
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
に
提
出

し
た
「
平
成
二
十
五
年
度
税
制
改
正
に
関

す
る
要
望
」
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
要
望

の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
、
公
益
財
団

法
人
に
移
行
し
た
こ
と
を
改
め
て
説
明
し
、

主
な
公
益
事
業
と
し
て
、
ま
ず
東
日
本
大

震
災
救
援
活
動
支
援
事
業
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
る
こ
と
、
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
か
ら
の
支
援
金
申
請
を
受
け
付
け

て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
支
援
団
体
の
情
報

提
供
を
お
願
い
し
た
。
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
運
営
支
援
事
業
に
つ
い
て

も
説
明
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誰
で

も
無
料
で
閲
覧
で
き
る
の
で
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、
今
後
も

理
解
・
協
力
を
お
願
い
し
た
。

栃
木
県
仏
教
会
に
お
い
て

本

会

事

業

説

明

福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
に

対
し
て
本
会
の
要
望
を
要
請

要
請
先

三
日　

民
主
党

�

山
口
和
之
衆
議
院
議
員

六
日　

自
由
民
主
党

�

岩
城
光
英
参
議
院
議
員

七
日　

民
主
党

�

金
子
恵
美
参
議
院
議
員

　
　
　

民
主
党

�

渡
部
恒
三
衆
議
院
議
員

　
　
　

民
主
党

�

吉
田
泉
衆
議
院
議
員

八
日　

首
相
官
邸
に
て
、
野
田
首

相
宛
の
要
望
書
を
斎
藤
勁

内
閣
官
房
副
長
官
に
手
交

　
　
　

復
興
庁
に
て
、
平
野
復
興

大
臣
宛
の
要
望
書
を
峰
久

幸
義
事
務
次
官
に
手
交

　
　
　

自
由
民
主
党

�

吉
野
正
芳
衆
議
院
議
員

　
　
　

自
由
民
主
党

�

森
ま
さ
こ
参
議
院
議
員

九
日　

自
由
民
主
党

�

山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員

十
日　

民
主
党

�

増
子
輝
彦
参
議
院
議
員
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救援基金　東日本大震災
第4次支援金拠出に関するご案内

　全日本仏教会は救援基金より、被災地での支援活動に当た
られている方々や、避難者を受け入れている寺院へ支援金を
第３次支援（６月30日に終了）に引き続いて拠出をさせて
いただきます。
　また今回の第４次支援では、支援団体の方々からご要望を
いただいておりました、被災地の子ども達を対象にした「被
災地の子ども達を受け入れる活動※」も新たに支援対象とし
て追加をさせていただきます。

（※サマーキャンプ、寺小屋、研修、レクリエーション等）

〇支援先活動例：読経ボランティア・こころのケア相談所開設・炊き出し・瓦礫撤去・足湯サー
ビス・避難場所提供・行茶・寺院片づけ等

１、申込期間　平成24年11月30日（金）まで
２、支援対象　・被災地支援団体（平成24年７月１日以降に活動したもの）
　　　　　　　・避難者受入寺院（まだ申請をされていない寺院）
３、申込方法　一．申込用紙を本会ホームページよりダウンロード、FAXにて送信
　　　　　　　二．活動状況が把握できる写真３枚をメールにて送信

「被災地の子ども達を受け入れる活動」の場合、募集要項及び日程表を、申込
書とともに、併せてご送信ください。

※�報告書内容及び写真について、後日支援報告の一環として公表させていただく場合がございます。
予めご了承ください。
※�詳細は本会HP「第４次支援金拠出のご案内」をご覧ください。

お問い合わせ先
全日本仏教会　社会人権部　〒105-0011　東京都港区芝公園4−7−4　明照会館２階

　　　　　　　　　TEL�03−3437−9275　FAX�03−3437−3260
ホームページ　http://www.jbf.ne.jp　　支援写真送付先メールアドレス　syakai@jbf.ne.jp

被災地支援の様子
山水会（曹洞宗第四教区青年会）

「
救
援
基
金
」
の
お
願
い

　

本
会
で
は
国
内
外
に
お
け
る
災

害
救
援
や
人
道
的
支
援
に
対
し
、

緊
急
且
つ
迅
速
な
対
応
を
す
べ
く

「
救
援
基
金
」
を
常
時
開
設
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
状
況
を
見
据
え
た
上
、

現
地
の
被
災
者
救
援
活
動
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
加
盟
団
体
、

各
ご
寺
院
、
檀
信
徒
・
門
徒
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
宗
派
を

超
え
て
温
か
い
浄
財
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

救
援
基
金
は
左
記
口
座
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

口
座
番
号

０
０
１
１
０

−

９

−

７
０
４
８
３
４

口
座
名
義
人

　

全
日
本
仏
教
会
救
援
基
金

お
問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人

　
　

全
日
本
仏
教
会 

財
務
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

−

３
４
３
７

−

９
２
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３

−

３
４
３
７

−

３
２
６
０




